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公益社団法人伊勢市観光協会 

令和２年度  事 業 計 画  

 

 

昨年は天皇陛下の御代替わりが行われ、元号が「平成」から「令和」に改められ

日本中が祝賀ムードに包まれました。上皇上皇后両陛下におかれましては 4 月に、

新天皇皇后両陛下におかれましては 11 月に、御来勢をいただき、伊勢市では市民総

出で奉迎を行い、感謝とお祝いをさせていただきました。 

スポーツ界でも、ラグビーワールドカップにおいて日本代表がベスト 8 に入るな

ど、今年度開催される東京オリンピックに向け、幸先の良いスタートを切ることが

できました。 

しかしながら、年末から新型肺炎ウイルスが中国で猛威を振るい始め、2 月の春節

休暇に合わせ世界各地へと感染が拡大してしまいました。日本においても、クルー

ズ船での感染拡大や旅行者からの感染と拡大が続き、観光イベントからスポーツイ

ベントまで中止や変更が発表され、地域経済から日本経済まで深刻な影響が出始め

ております。 

今年度は、この新型肺炎ウイルスによる観光へのダメージからの回復が当初の目

標となると考えます。観光協会としては、本来の誘客事業により伊勢市への観光客

を増やし、伊勢市の地域経済の活性化を支援することを目指します。 

地震やその他の災害に対しても、引き続き広域での連携も視野に入れた「備え」

を進め、災害発生時には被害を最小限に抑える「行動」ができ、災害後も観光事業

の「いち早い復旧」ができる、そのような仕組み作りを進めてまいります。 

事業としては、引き続き伊勢の魅力を広く発信しながら諸行事を通してお客様の

満足度を高め、この地域への入れ込み客数を拡大させて行くよう努めて参ります。

特に、青年部の事業においては情報化時代に合った「SNS を活用した事業」を進めて

まいります。また、伝統ある二見浦海水浴場におきましては魅力を伝える通年イベ

ントや二見地区の活性化事業も実施していく予定です。情報発信部会、おもてなし

行事部会、青年部の各部会においては、国内外の誘客事業や伊勢に於ける受け入れ

事業の実施、またインバウンド事業においては、バンコクとシンガポールにて誘客

PR を企画します。中期政策検討部会では、引き続き協会の財務体質強化や収益事業

の見直しを行います。また協会全体の取り組みとして、協会基盤強化のため、引き

続き会員拡大を図って行きたいと考えております。会員皆様からのご紹介をお待ち

しております。 

 

本年度も、会員各位の深いご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

公益社団法人伊勢市観光協会 

会 長  濱田 典保 
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＜公益目的事業－旅客誘致事業＞ 

 

１ 広報宣伝事業（情報発信部会・青年部）※括弧内は、事業を中心的に推進していく部署です 

伊勢の知名度をさらに高め、多様化している国内外観光客のニーズに対応できる

観光情報を提供できるホームページやメールマガジン等の充実を図ります。また、

ＳＮＳ（Social Networking Service、コミュニティ型の会員制のサービス）を活用した事

業では、青年部において「ＳＮＳ情報発信事業」を新設し、昨年度伊勢のファンク

ラブ事業で行った「伊勢フォトグランプリ」のノウハウを活用し、Instagram を活

用した情報発信を行います。多言語ホームページの改修については中国語の簡体

字・繁体字のリニューアルを予定しており、海外へ情報発信ツールとして、充実を

図ります。また、減少傾向にある、公式ホームページのアクセス数においては、原

因解析と改善を図ります。 

日本観光祈願祭及び観光交流伊勢会議については、実行委員会内でテーマと内容

を精査し、より良い事業を目指します。 

観光御師及び観光大使事業においては、北海道札幌市に全国規模の新たなネット

ワーク構築したものに続き、他地域のネットワーク構築も図ります。 

外国人観光客への PR 事業に関しましては、引き続きタイ、シンガポールでの現

地観光 PR を企画しており、三重県・伊勢市・各団体と協力しながら事業を進めま

す。 

 

広報宣伝事業におきましては次の事業を行います。 

 

１．ホームページ等、インターネットを利用した観光情報提供 

（情報発信部会・青年部） 

２．ＳＮＳ等を活用した観光情報提供（情報発信部会・青年部） 

３．観光案内所における観光情報の提供（案内所） 

４．「お伊勢さん観光ガイドの会」によるメディア等取材協力（おもてなし行事部） 

５．行政との観光パンフレットの共同作成及び配布事業（情報発信部会） 

６．観光物産展等の物品販売事業と連動したＰＲ誘客活動（青年部） 

７．マスメディアへの資料提供、取材協力、並びに宣伝活動（事務局） 

８．観光大使及び御師と連携し、口コミ等による全国発信の強化（情報発信部会） 

９．伊勢のファンクラブ事業（青年部） 

１０．第 53 回日本観光祈願祭の開催（観光交流伊勢会議実行委員会） 

１１．第 16 回観光交流伊勢会議の開催（観光交流伊勢会議実行委員会） 

１２．マスコットキャラクター事業（青年部） 

１３．外国人観光客への PR 事業（情報発信部会） 

１４．常若婚事業（中期政策検討部会） 

１５．その他広報宣伝事業 
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２ 観光客の誘致接遇事業（情報発信部会、おもてなし行事部、青年部） 

伊勢市、伊勢商工会議所、伊勢まちづくり会社など各関係団体と協働体制をとり、

旅客誘致やおもてなし事業を企画推進していきます。 

観光案内所の運営については来訪者のニーズに細やかに対応できる案内所を目

指し更なる改善をしていきます。レンタサイクル事業に関しては、新たな電動アシ

スト自転車の導入などの展開と同時に事業全体の検証を行い、お客様のニーズに呼

応した利用促進を図ります。ボランティアガイド事業に関しては、ガイドの会との

協議を進めガイド活動の円滑化を目指します。 

外国人誘客（インバウンド）事業では、インバウンド委員会を中心に海外からの

誘客を考えていきます。 

手荷物事業では、好調な外宮前観光案内所、伊勢市駅及び宇治山田駅手荷物預り

所での手荷物預り事業のさらなる利便性向上及び利用促進を図ると共に、事業の検

証と改善を行います。観光振興研修事業は広く参加者を募集し、事業者のおもてな

しに関するスキルアップに貢献します。 

 

観光客の誘致接遇事業におきましては次の事業を行います。 

 

１．レンタサイクル事業（青年部） 

２．観光案内所の運営 （案内所） 

３．「お伊勢さん観光ガイドの会」事業（ガイドの会、おもてなし行事部） 

４．首都圏等への旅客誘致推進事業（全体事業） 

５．各種大会等の誘致接遇 （おもてなし行事部） 

６．歓迎塔、歓迎看板等の設置（事務局） 

７．伝統芸能振興協力（事務局） 

８．外国人観光客誘致事業（情報発信部会、青年部） 

９．行政並び関係機関との次期御遷宮へ向けた協働事業（全体事業） 

１０．伊勢市駅、宇治山田駅、外宮前観光案内所における手荷物事業 

（中期政策検討部会） 

１１．観光振興研修事業（おもてなし行事部） 

１２．その他 

 

３ 企画調査と組織事業（情報発信部会、おもてなし行事部、青年部、中期政策検討部会） 

国・県・市の各関係機関から観光情報を取り入れ、観光に関する動向の調査・

研究を行い、地域における観光誘致事業のあり方を考察し、特色ある観光地づく

りの研究と様々な実験事業の試行、協力を行います。前年度まで実施した伊勢の

食文化調査企画事業で作成した、夜の飲食マップを軸に「夜の魅力創出」に特化

したナイトタイムエコノミー推進事業を新設し、観光客の滞在期間延伸を目指し

ます。 

 

以上の目的を達成するために次の事業を行います。 
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１．新しい観光地づくりの調査・研究 （青年部、情報発信部会、中期政策検討部会） 

２．観光大使及び観光御師制度の充実の為の企画調査（情報発信部会） 

３．先進観光地の研究、視察 

（青年部、おもてなし行事部、情報発信部会、中期政策検討部会） 

４．外宮周辺の活性化対策への協力（青年部、おもてなし行事部） 

５．ナイトタイムエコノミー推進事業（青年部） 

６．青年部活動と協働（青年部、親会） 

７．観光振興研修事業 

８．その他 

 

４ 観光施策及び共催事業（おもてなし行事部、青年部） 

伊勢市の伝統、文化を守り継承していく行事を支援し、伊勢を訪れる観光客に伊

勢の魅力を伝え、再来訪や情報発信に繋げます。併せて観光事業を通じて関係各団

体と連携を図り観光振興、発展に努めます。 

 

以上の目的を達成するために次の事業を行います。 

 

１．春まつりへの協力及び桜開き式（おもてなし行事部） 

２．伊勢神宮奉納全国花火大会（おもてなし行事部） 

３．二見浦海水浴場浜開き式 （おもてなし行事部） 

４．神宮観月会に併せた観月茶会の開催（おもてなし行事部） 

５．初穂曳への協力（おもてなし行事部） 

６．冬至の奉納（おもてなし行事部）  

７．越年行事 伊勢神宮奉納餅つきと年越餅の贈呈（おもてなし行事部） 

８．伊勢楽市（春・秋）開催協力（青年部） 

９．参宮木札事業への協力（事務局） 

１０．御幣鯛奉祝事業（おもてなし行事部） 

１１．行政との観光ＰＲ企画事業（情報発信部会、青年部） 

１２．伊勢まつりへの協力（おもてなし行事部） 

１３．その他各種団体行事への協力（おもてなし行事部） 

 

５ 関連団体への協力及び事業の推進 

関連団体の中枢会員として、観光振興に関わる事業への協力並びに諸施策の推進

を図ります。引き続き、伊勢志摩地域の関係団体等との連携を図り、広域的な観光

を目指す方向で検討していきます。 

 

以下の事業団体へ協力及び事業推進を図ります。 

 

１．伊勢商工会議所 

  ・伊勢市中心市街地活性化協議会 
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  ・伊勢うどん協議会 

  ・夜の賑わい創出事業実行委員会 

２．（公社）伊勢志摩観光コンベンション機構 

  ・伊勢志摩学生団体誘致委員会 

  ・伊勢志摩観光企画委員会 

  ・伊勢志摩フィルムコミッション 

  ・伊勢志摩インバウンド会議（仮称） 

３．（一財）伊勢志摩国立公園協会 

４．（公社）三重県観光連盟 

５．伊勢市国際交流協会 

６．（公社）日本観光振興協会 

７． 伊勢まちづくり株式会社 

８． 伊勢青年団体連絡協議会 

９. おもてなしヘルパー推進会議 

１０. 伊勢地域観光交通対策協議会 

１１．いせでわ DMO（山形県主導事業）  

１２. その他団体との協力、連携 

  

６ 協賛または後援行事 

伊勢市内で開催される各種行事の観光誘致事業については賛同し、協賛及び後援

をしていきます。 

次の各種行事に協賛または後援をしていきます。 

 

１．猿田彦神社御田祭及び七五三祭 

２．倭姫宮例大祭(春・秋) 

３．二見大祭しめなわ曳  

４．外宮奉納市  

５．外宮さんゆかたで千人お参り  

６．伊勢神宮奉納選抜社会人野球伊勢大会 

７．都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会 

８．伊勢市民まつり 

９．おひなさまめぐり iｎ二見 

１０．全日本大学駅伝対校選手権大会  

１１．伊勢神宮奉納全日本学生弓道王座決定戦  

１２．伊勢神宮奉納書道展  

１３．お伊勢さんマラソン大会  

１４．松尾観音寺初午祭  

１５．神宮奉納大相撲  

１６．金剛證寺開山忌  

１７．伊勢高柳の夜店 

１８．その他 協会が認める観光事業 
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７ 市受託（入札）事業（おもてなし行事部、中期政策検討部会） 

伊勢市から下記３事業を受託し事業を行う予定です。 

 

１．観光案内所 

伊勢市駅構内・宇治山田駅構内・外宮前・二見浦・宇治浦田の運営を通し国内

外から訪れ観光客に必要な情報提供や、おもてなしを行います。各種誘客キャン

ペーン事業にも協力を行い伊勢志摩全体への周遊拠点の役割担います。 

 

２．二見浦海水浴場の運営（おもてなし行事部） 

 日本初の公認海水浴場の管理運営を行います。昨年度開催したイベントをブラ

シュアップし海水浴場への誘客を行います。また、通年で海水浴場を活用したイ

ベントや二見周遊企画等も検討していきます。 

 

３．伊勢市ふるさと応援寄附金 PR および発送業務（中期政策検討部会） 

 伊勢市ふるさと応援寄附金寄付者への返礼品発送業務等の受託を目指します。 

また、返礼品の充実や PR 業務も行います。 

 

＜収益事業＞（中期政策検討部会、青年部） 

  公益目的事業遂行の為の資金調達及び誘客の為の情報発信を目的として下記の

事業を行います 

 

１ 賃貸事業 

 伊勢市駅前ビルの賃貸事業に加え、風餐亭１Ｆ研修室を使った賃貸事業を推進し

ます。 

 

２ 物品販売事業（青年部、中期政策検討部会） 

「伊勢乃国発ええじゃないか便」を使った情報発信と収益事業。会員事業支所と商

品開発や観光 PR での各地イベントなどへの出店をしていきます。伊勢市ふるさ

と応援寄附金については、行政共に広報の拡大や返礼品の商品拡充を図ります。 

 

３ 会員互助事業（情報発信部会、中期政策検討部会、青年部） 

 会報誌「ええじゃないか伊勢」の発行、青年部におけるインターネットを使用し

た会員の情報発信ウェブサイトの充実や、会員互助事業企画等を考えていきます 

 

＜本部事業＞ 

１ 中期政策検討部会 

  協会の運営や事業、その方向性などについて検討し、理事会へ提言していきま

す。本年度も事業等の精査を行い、事業の再編や内容の適正化、さらには運営の

健全化を進めていきます。 


